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近畿大学医学会会副

1条 本会は，近畿大学誌学会と折、する。

第 2 条 本会誌，医学の進歩発展に寄王子し，誌学的知識の向上と，会員相立の親睦を関るととを

目的とする。

第 3条 本会誌，前条め百的を達戒するため次の事業を守う。

1. 近畿大学涯学雑誌および ActaJ¥1edica Kinki Universityの発行

2. 学街講演会の開捜

3. 学時間書の発行

4. その他本会の日的を達成するιi必要な

第 4 条本会は，次的会員をもって組織する。

正会員 近機大学長学部および医学部附韻病院の教員・研整法・大学院学生・特別研

究生及び学部学生

近畿大学教聴員および研究員のうち入会を希望するもので

?こもむ

大
}

誉会員 本会の発展に著しい貢献の為った者で，幹事会の提議により

されたもの

特別会員 前記会員りほか，本会の主旨lと禁問し入会を希望する法学関係者で評議員会

で翠認されたもり

員 本会の主皆に賛同し，本会に援助することを希望するもので，

認されたもの

第 5条 会員;ま，附員.lH乙定める会費および入会金を納入しなければならない。

2. 会費を納入した会員iむ近畿大学医学雑誌および ActaMedica Kinki Universityの

配布そうけるほか，第 3条の事業に参加することができるc

第 6条本会に次の役員をおく。

名誉会長 1 名 近畿大学総長が ζ れにあたる

会 長 1 名 近畿大学医学部長がこれにあたる

長 1 発会長が委嘱する

顧 問若干名会長が委 嘱する

幹 事若干名会長が委 嘱 す る

議員若干名会長が委鳴する

事 2 名 会員中より評議員会で選出し会長の翠誌を得る

2. 役員の任期は. 2年とする。ただし再任を立さげなl，.io

第 7 条会長は，本会を統轄し，必要に臨むて幹事会・評議員会を開催 G，その議長となる。



2. 副会長は，会長号祷佐し，会長が不在のときは，とれを代行する。

第 8条 幹事は，幹事会を組織し，本会の会務(庶務・会計・絹集その他)を分担し執行するc

9条評議員は，評議員会を総犠し，本会の枢要事項を許議するむ

第 10条 監事は，本会の会計および資産などを監査する。

第 11条総会は，年1困ζれを開催し事業の報告など安行う。

第 12条本会の会長IJを変更する場合は，評議員会において出需者む 2分の 1以上の関;撃を必要と

する。可吾同数のときは議長のきめるととろによる。

ただし評議員会の成立は 2分の l以上の出席を要する。との場合委任状をもって出席に

代えることができる。

第 13条本会の会計年度iむ停年 1月 1院から始まり 12月31日に終わる。

欝 14条本会の事務所;む近畿大学医学部内におく。

関員IJ

1. との会則は，昭和51年11月1日から施行する。

2益 との会員1]0)改正は，詔和63年 2月18日から誌持する号

3. 会積および入会金は次のごとく定める。

会費 入会金

正会

特別会員

賛助会員

なお，

部額 3，000円

年額 3，000円

年額 50，000円以上

.入会金を変更する

はじめに前執する c

1，000丹

1，000円

泣評議員会において定め会員通知する。会曹は，

4. 会費未納の場合は，会員の資格を失う。

5. 会長江，編集委員若干名号室学部教員中より委嘱する。

委員は，底学雑誌等の発行花関する業務を行う。任期iま2年とし，再任そ妨げなL、。



近畿大学医学会雑誌投稿規定

1. 近畿大学医学会は公式に 2穂の雑誌を刊行している。 その一つは欧文誌 Acta

Medica Kinki University (Acta Med 玄inkiUniv)で，用語は英語とするが，

ドイツ語あるいはフランス語の論文も受付ける。{生;ま和文誌近畿大学底学雑誌

(近畿大豆誌〕で，毘語は日本語とする。ただい再誌とも抄録など特に指定さ

れた個所は英語を吊いる。

2. 投稿者は探知として近畿大学底学会会員~CP良る。ただい編集委員会が特に依頼

したものなどは乙の限りではない。

3. 論文は医学に関する創意的な京著，総説，症針報告などで，露間としてt患の刊行

物;ζ発表もしくは受理されていないものに限る。

4. 原稽は近畿大学医学会所定の原稿用紙もしくはタイプ用紙を用い，本規定および

別に定める原稿作成要現に従って作成され，内容と体裁が整っており，車ちに印

刷することができる状態のもむでなければならない。

5. 原稿の本文の長さ，なちびに図，表，および文献C数は全体のバランスにより鰐

限する ζ とがある 0

6. ヒトを対象とする研究の報告はヘノレシンネ宜言の原則にのっとり倫理的になされ

たものでなければなちない。また，動物実験の報告は動物愛護の精神に基づき論

理的;となされたものでなければならない。

7. 既出版の国表などの引用については出版社および著者の丞認高を誌付し，また髄

人識1.:1]ができる患者の写真を掲載するときは，患者本人もしくは詰定代盟人の翠

諾の手紙のコピーを添付することが必要でおる。

8. 投稿の際iま， 原稿 (origin註1)およびコピー 4部なちびに編集委員会話定の連絡

および原稿チェックラストを提出する。

9. 共同執筆の場合，近畿大学医学会所定の書式で，すべての共著者が当該原語を承

認したことを記述した資料を添付すること。

10. 投稿原轄の掲載の可否iむすべて編集長が依頼した担当編集委員及び複数の

者による査読を経て，決定される。

11. 論文の搭載の顕浮は原期として完成原話会受理日の煩とする。ただし，校正等に

る時間によって辻掲載される号が変わることがある。

12. 校正は著者の賞在において行三つれる。著者校正は初校のみとする。初校におって

辻必要最小限の訂正に止め，行の増減を伴わないよう配車すること。組鼓に影響

るような大きな修正誌編集長の許王立を必要とする。指定の期尽までに返却され

ないときは編集委員会の責任校了とする。

13. Acta Med Kinki Univ については，カラ…写真の費用辻全額著者が負担する

ものとする。近畿大匿誌については，組版代および、国版(ヰ真を含む)費用の金

額を著者が負担するものとする。また両誌とも別刷について泣すべて脊料と
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